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解説
　西半球では都市化および郊外化が進んでいるにもかかわらず、動物農業における病気の問題は、過去50年の間で昨年が最もメディアの注目を集めた。出版メディアも放送メディアも、毎日、外国で発生している動物の病気の拡散状況を報じているのである。
　動物の病気に対する関心が高まっているのは、家畜に対する差し迫った脅威、食物の安全性に関する懸念、家畜あるいは家畜製品に対する貿易制裁措置、特定の仕向地への動物の移動の禁止、などが存在するからである。畜主や農業関連産業が被った個人的損害や金銭的損失に関する厳しい現実がニュースで報じられている。
　馬は人間に次いで国際的な移動が最も盛んな動物である。毎週、数百頭もの馬がUSDA（米農務省）検疫センターを通して輸入されており、外国の馬の病気が輸入される危険性が現実のものとなっている。最近では、米国に到着した馬の中に、ラセンウジバエが寄生していた馬、また、伝染性馬子宮炎（CEM）に感染していた馬が発見されている。それは、馬の病気が輸入され易いことを示しているのである。
　口蹄疫の流行の例からも分るとおり、馬が伝染性病原菌の媒介動物となる恐れがある場合は、馬が罹患しない病気でも、馬の産業界に深刻な影響を与える可能性がある。
　外国の馬の病気が持ち込まれるメカニズムが多岐にわたっており、国家間の貿易が経済的な恩恵を与えている中では、隔離政策、あるいは“ゼロ・リスク”という考え方を採用することはできない。例えば、西ナイルウイルス脳炎の初期のケースの感染源は、いまだに特定されていないのである。
　しかしながら、このウイルスがアメリカの蚊、鳥類、馬に広がったことは、ある病原体が、その病原体に対する抵抗力がない動物に遭遇したときに何が起こるかを示している。
　馬と一緒に病気も輸入することがないよう、科学的な努力が払われている。例えば、ベネズエラ馬脳脊髄炎（VEE）が発生している諸国から輸入する馬の隔離期間は、感染している馬が到着した場合にその症状が十分に現れるよう、VEEが発生していない諸国から輸入する馬の期間より長く設定されているのである。
　外国から輸入されるすべての馬は、アイオワ州エームズにあるUSDA全国獣医学研究所において、馬伝染性貧血、ピロプラズマ病、媾疫、鼻疽に感染していないかどうかが検査される。馬は、検査が終了し、その結果が陰性であった場合にのみ、荷受人に引き渡される。CEMの輸入後の検査には、特別な検疫ステーションが使用される。
　追加の安全措置を講じる必要がある場合には、輸入手続が変更される。国内および国外の最近の病気の状況に対処する活動は、事実、一定の効果を上げている。獣医学研究所は、より高度のバイオセイフティー（生物学的研究における安全性）が要求される病原菌に対処するために、常に研究のグレードアップを図っている。また、獣医学、公衆衛生、野生生物、媒介動物の抑制などの分野の専門家たちの全国的な連絡・交流活動が強化されていると共に、病気を学際的に監視する活動の必要性が認識されている。
　最も重要な恩恵は、動物農業に携わるすべての人々から無関心な態度が消滅したことである。
問い合わせ先：ｱｲﾘｰﾝ･N･ｵｽﾄﾗﾝﾄﾞ医師､電話(515)663-7551､eileen.n.ostlund@usda.gov.全国獣医学研究所､ｴｰﾑｽﾞ､ｱｲｵﾜ州｡
各国の情報
2001年第1四半期
　ニューマーケットの国際照合センターその他の機関は、以下の病気の発生を報告した。
　生後48時間以内の仔馬がウェルシュ菌（Clostridium　perfringes）タイプAに感染する、また、その菌によって死亡するケースが、3月、ケンタッキー州中央部で診断された。出血を伴う下痢や急性の疝痛などの臨床的な症状が見られた。
　馬ヘルペスウイルス・タイプ－1（EHV-1）による流産は、日本、イギリス、およびアメリカのケンタッキー州から発生が報告されている。ケンタッキー州中央部では、2000年の9月から2001年の4月にかけて、この種の流産が25件、発生した。数頭の仔馬は生きた状態で出産されたが、生後5日までにすべて死亡した。EHV-1およびEHV-4による呼吸器系の疾患は、フランスのサラブレッド種および非サラブレッド種に発生し、麻痺の症状はスイスの乗馬用および馬車用の馬の厩舎で発生した。
　馬動脈炎ウイルス（EAV）は、スイスの７頭の種牡馬（品種は特定されていない）から分離された。馬インフルエンザの発生は、フランスとスウェーデンから報告されている。
　レプトスピラ症による流産は、ケンタッキー州中央部の24の施設で34件、主に11月から12月にかけて発生した。病原菌の大半は、ケネウィキ型の菌（serovar　kennewicki）であった。
　オーストラリアのビクトリア州の数頭の馬は、ロスバレー熱に対する陽性の力価を示した。腺疫は、オーストラリア、スウェーデン、スイス、およびアメリカのケンタッキー州での発生が報告されている。スイスの生後2週間の仔馬は、Bacillus　piliformisという桿菌が引き起こすティザー病により死亡した。
　2001年の第1四半期において、アメリカで西ナイルウイルスが分離されたとの報告は行なわれなかった。しかし、6月12日までに、ニュージャージー州の12羽の死亡したカラスと1ヶ所の蚊の生息地、メリーランド州の3羽のカラス、コネチカット州の2羽のカラス、そしてニューヨーク州の1羽のカラスにこのウイルスの存在が確認された。
アメリカ国内の情報
西ナイルウイルスの監視
　フラビウイルス属の西ナイルウイルスは、12の州（コネチカット、デラウェア、メリーランド、マサチューセッツ、ニューハンプシャー、ニュージャージー、ニューヨーク、ノースキャロライナ、ペンシルベニア、ロードアイランド、バーモント、バージニア）およびコロンビア特別区で発見されている。
　このウイルスはアフリカ、アジア、ヨーロッパ、その他の地域で散発的に発見されているものの、アメリカでは1999年の夏以前に分離されたことはなかった。西ナイルウイルスは動物の間で激しく流行し、人間、馬、そしてカラスを始めとする数千羽もの鳥類が死亡した。それを受け、節足動物が媒介する病気への監視体制を強化する全国的な活動が開始されたのである。
　西ナイルウイルスは節足動物が媒介する。鳥類は保有宿主で、様々な種類の蚊（主にイエカ属の蚊）が媒介動物である。人間、馬、その他の哺乳類は偶発的な宿主に過ぎず、感染の拡散に寄与することはない。
　西ナイルウイルスは、人間および馬に致命的な神経病を発生させることがある。現在、継続的なプロジェクトが実施されているので、鳥、哺乳類、様々な種類の蚊、あるいはダニの中でこのウイルスがどのように保持され、他の動物に伝染するのかについての新しい情報が明らかになるかもしれない。
　2000年には、利用可能なデータに基づき、60頭の馬が西ナイルウイルス感染の臨床的な症状を示したと診断された。その中で37頭が生き残り、23頭（38%）が死亡、あるいは安楽死した。それらの馬の出身は、上記の北東部諸州の中の7州である。最も年齢の低かった馬は生後4ヶ月である。
　現在、この病気に対する馬のワクチンは存在していない。西ナイルウイルスのように蚊が媒介する病気を予防する最も重要な措置は、その発生源を減らすことである。つまり、蚊が繁殖する恐れがある淀んだ水溜りを排除するのである。
　西ナイルウイルスが地域の蚊、鳥、人間、あるいは馬から分離された後は、厩舎から蚊を排除する、また個々の動物の治療を行なうなどの、より積極的な措置を講じることが賢明であろう。
　ケンタッキー州公衆衛生局（KDPH）は、魚類野生動物庁（DFW）、ケンタッキー州農務局、米国農務省（USDA）、各地の動物病診断研究所、および獣医師たちと協力し、テキサス州全土での監視活動の調整を行なっている。
　鳥類の死亡の監視は、アメリカにおける西ナイルウイルスの移動を追跡する最も有効な手段であった。2001年も、同様の監視が主要な活動になるだろう。DFWは、2000年に作成された、死亡した鳥に関する170件の報告書を調査した。西ナイルウイルスの検査のために提出された23件の検体はすべて陰性であった。
　病気の鳥、怪我をした鳥、あるいは死亡した鳥（特にカラスやアオカケス）を発見した人は、DFW、UDSA、あるいはKDPHに報告することをお勧めする。そうすれば、鳥を検査することにより、西ナイルウイルス感染の有無を確認することができるのである。
　ケンタッキー州の2つの動物病研究所が、連邦政府の補助金を受けて死亡した鳥の監視を行なうことになった。また、今年から、蚊の監視活動もルーイヴィルとレキシントン地域で実施されることになっており、今後数年間でその活動を州内の他の地域にも拡大する計画が立てられている。
　馬の監視は、経済的な観点からも、馬が西ナイルウイルス感染の指標的な動物になる可能性があることからも、特に農村部では必要不可欠である。馬の監視活動においては、運動失調と、次の中の少なくとも２つの臨床的症状を示す馬を調査しなければならない。それらは、回旋運動、後肢の衰弱、直立不能、複数の肢の麻痺、筋肉の繊維束攣縮、固有受容の欠乏、失明、唇の垂れ／麻痺、歯ぎしり、突然死である。
　（米農務省の）動植物衛生検査部（APHIS）は、神経的な症状を示す馬を調査する際に従うべき特定の指針を作成した。また、ケンタッキー州の複数の動物病診断研究所は、病理研究サービスを始めとするいくつかのサービスを提供している。
　2001年における西ナイルウイルスの活動。6月12日現在、ニュージャージー州の12羽の死亡したカラスと1ヶ所の蚊の生息地、メリーランド州の3羽のカラス、コネチカット州の2羽のカラス、そしてニューヨーク州の1羽のカラスから西ナイルウイルスが確認されている。
問い合わせ先：ｽｰ･K･ﾋﾞﾘﾝｸﾞｽﾞ医師､電話(502)564-3418､sue.billings@mail.state.ky.us.、ｹﾝﾀｯｷｰ州公衆衛生局､ﾌﾗﾝｸﾌｫｰﾄ､ｹﾝﾀｯｷｰ州｡
ウマの狂犬病、1999年
　疾病管理予防センター（CDC）によると、動物の狂犬病の発生率は1998年に比べて11.2%減少したが、この病気は依然としてアメリカの家畜および人間に対する脅威となっている。1999年には、アメリカ本土およびプエルトリコから7,067件の狂犬病が報告されており、その内65件は馬に発生している（図1を参照）。
　野生生物の狂犬病は全件数の91%を占めており、アライグマが引き続き1位の座に付いている。これは、一部には、東海岸および南東部でアライグマ型狂犬病の動物間流行が続いているためである。これまで、オハイオ川と南部のアパラチア山脈が、ライグマ型狂犬病の拡散を防止する地形的なバリアになっていた。しかし、オハイオ州北東部の各郡では、アライグマ型狂犬病の発生が報告されている。そのような状況を受け、それらの郡では、狂犬病ワクチンの入った餌を撒く積極的な活動が展開されている。
　コウモリ型狂犬病は米本土のすべての州で発生している。コウモリに咬まれて狂犬病に罹患した人間のケースは、コウモリに咬まれても、昆虫に刺された場合と同様に、気が付かない場合が多いことを示している。動物の脳を定期的に検査して特定の狂犬病変種を発見する活動は行なわれていないので、コウモリによって引き起こされた馬の狂犬病の件数は不明である。だが、ケンタッキー州とアイダホ州では、コウモリ型変種によって狂犬病に罹患した馬のケースが文書化されている。両州では、スカンク型狂犬病が優性である。
　馬の65件の狂犬病の内、35件はニューヨーク、ノースダコタ、オクラホマ、サウスダコタ、テキサスの各州から報告されている。本誌で報告されている狂犬病の件数は、1999年における最小件数である。というのは、神経症状を見せたすべての馬が検死され、狂犬病の検査を受けたわけではないからである。
2000年の最新情報―アライグマ型狂犬病は、西への移動を継続してウェストバージニア州に入り、ケンタッキーおよびテネシーの州境に迫っている。人間の狂犬病の発生件数は1999年はゼロだったが、2000年には、カリフォルニア、ジョージア、ミネソタ、ニューヨーク、ウィスコンシンの各州で5件も発生している。また、カナダのケベック州でも人間の狂犬病の発生が1件、報告されている。6人の狂犬病患者の１人はイヌ型狂犬病で、海外に滞在していたときにイヌに咬まれた可能性が高い。その他の5人はすべてコウモリが原因となっている。
ケンタッキー州の狂犬病の件数－2000年におけるケンタッキー州の狂犬病の件数は、図2に示されている。2001年5月15日現在、馬の狂犬病はブレッキングリッジ郡で発生した1件のみに留まっている。
予防措置の復習
―馬には毎年、狂犬病の予防接種を行なうこと。ワクチンは、100%致命的な病気に対して
　極めて安全である。
―馬の牧場のイヌとネコ（厩舎のネコも含む）にも予防接種を行なうこと。
―畜舎あるいは住宅の付近にコウモリの家を作らないこと。
―コウモリが厩舎あるいは住宅にとって問題となっている場合は、専門家に連絡し、コウ
　モリを排除してもらうと共に、厩舎および住宅にコウモリが入れないようにすること。
―野生生物を他の地域／州に移動させないこと。また、そのような行為を目撃した場合は、
　州の担当者に連絡すること。
図1：1999年にアメリカで発生した馬およびラバの狂犬病の件数。合計件数―65

プエルトリコ－3件
図2：ケンタッキー州の狂犬病の件数―2000年。
B・・・コウモリ－4件
C・・・畜牛―1件
D・・・イヌ－4件
F・・・キツネ－1件
H・・・馬―1件
S・・・スカンク－10件
合計21件
問い合わせ先：ﾛﾊﾞｰﾀ･ﾄﾞﾜｲﾔｰ医師､電話(859)257-4285､rmdwyer@pop.uky.edu. ﾏｯｸｽｳｪﾙ･H･ｸﾞﾙｯｸ馬研究ｾﾝﾀｰ｡あるいは、ﾏｲｹﾙ･ｵｰｽﾗﾝﾀﾞｰ医師､電話(502)564-3418､mike.auslander@mail.state.ky.us.、ｹﾝﾀｯｷｰ州公衆衛生局､ﾌﾗﾝｸﾌｫｰﾄ､ｹﾝﾀｯｷｰ州｡
ケンタッキー州の情報
牝馬の胎子喪失症候群（MRLS）
　2001年の4月下旬から5月上旬にかけて、ケンタッキー州中央部の妊娠した牝馬に“新しい”症候群が出現したことは、馬の産業界全体に大きな反響をもたらした。以下は、2001年6月12日現在の最新情報である。
　5月の最初の2週間、獣医師たちは、様々な年齢層および品種の馬に心膜炎と全眼球炎が個別に発生するケースが増えていることを報告した。心膜炎が発生した12頭の馬はLDDCで検死が行なわれた。これまで様々な試験が行なわれてきたが、現在でも、一連の症状の原因を確認し、MRLSとの関連性を明らかにするために、更なる試験が行なわれている。
臨床的な症状
MRLSでは、2つの生殖状況が確認されている。それらは、後期あるいは満期近くの胎子喪失（LFL)と早期の胎子喪失（EFL）である。
LFLに関連した症状は、以下のとおりである。
▇1ヶ月の早産から、“満期”後の分娩まで。ときには無乳および難産を伴うことがある。
▇“赤い袋”の分娩が特徴だが、常にそうなるとは限らない。
▇生きて出産された仔馬は弱くて呼吸器系の疾患に苦しみ、獣医による集中的なケアが必
　要になる場合がある。
EFLに関連した症状は、以下のとおりである。
▇種付後35日から、妊娠100日目までに発生する。
▇触診を行なっても妊娠に異常は発見されないが、超音波検査を実施すると、胎子の周囲
　に異常な（曇った綿状の）体液が見られる。その後、胎子は死亡し、娩出される。
分布
　MRLSは、ケンタッキー州全土であらゆる品種の馬に広く発生していることが報告されている。また、隣接する州、およびケンタッキー州以北の州からも発生の報告があることから、それらの地域でもMRLSが発生している可能性がある。家畜疾病診断センター（LDDC）に搬入された馬の頭数によると、LFLの発生は5月の最初の2週間にピークを迎えた。同様に、EFLの発生も同じ時期にピークを迎え、2月から3月の初旬にかけて種付が行なわれた不受胎および未経産の牝馬に多く発生した。その後、LFLおよびEFLの発生件数は減少している。2001年にケンタッキー州で生産されたサラブレッドの仔馬の5%が失われ、2002年の喪失率は20%になると推定されている。
病理学的な調査の結果
　ウイルス学的検査が行なわれているが、今日に至るまで有効な結果は得られていない。LDDCで検査されたLFLの馬からは高い割合で連鎖球菌とアクチノバチルス菌が分離されたが、それらの菌は病気の発生後に侵入したものと考えられている。胎子および胎盤の羊膜には、一般的に組織変化を起こした大きな病変部が存在する。また、胎子の肺にも、羊膜と同様に、子宮から毒素が侵入した形跡と炎症が見られる。
　心膜炎の馬の検死を行なうと、大きさが葡萄の粒ほどの、明るい黄色の繊維性小節で心膜が完全に覆われているのが見られる。目には出血が見られ、線維素が沈着している。
　5月17日、胎子の組織サンプルがLDDCからイリノイ大学獣医学部毒物研究所に送られた。5月24日に結果が出され、胎子の心臓組織に低レベルのシアン、あるいはシアンを含む化合物が存在することが示唆された。
2001年のMRLSを引き起こした可能性がある要因
　ケンタッキー大学農業工学部が提供した4月の気象データによると、4月の17および18日の夜には深い霜がおりた。また、4月は全体的に降雨量が少なかった。4月の気温は全体的に例年より高く、牧草の生長には理想的であった。そのような条件は、ケンタッキー中央部で同様の症候群（その原因は確認されていない）が発生した1981年の気象に酷似している。
　4月の最後の2週間は、イースタン・テント・キャタピラ（イモムシの一種）も大量に発生した。このイモムシは野生のセイヨウミザクラの葉を餌にしている。調査の結果、多くの牝馬にEFLおよびLFLが発生した牧草地には、かなりの数のセイヨウミザクラ（シアン化合物が含まれている）が存在していることが判明した。
2001年のMRLSの原因の確認
　シアンの存在を確認するために、馬の組織が更に調査されている。そして、イモムシがシアンを馬に与えている可能性が詳細に検討されている。更に、他の原因（カビ毒、菌類の内生植物、フィトエストロゲン、化学的な化合物、伝染性を持つ病原菌など）の可能性を調査する活動も継続されているが、それらがMRLSの発生に関与しているかどうかは、現在に至るまで判明していない。関連を持つ危険因子を確認するために、150ヶ所の馬生産牧場の詳細な疫学調査を行なう活動が5月30日に開始された。
問い合わせ先：ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ･ﾊﾟｳｳｪﾙ医師､電話(859)257-2756､dgpowe2@pop.uky.edu.、ｹﾝﾀｯｷｰ大学獣医学部、ﾚｷｼﾝﾄﾝ､ｹﾝﾀｯｷｰ州。
経過説明
4月26日―5月1日。獣医師からの現場報告によると、超音波検査の結果、妊娠40日目から80日目にかけての早期胎子喪失（EFL）の件数が異常に増加している。
4月26日。午後、グルック・センターの職員たちが2つの牧場を訪れ、この問題の重大性を確認する。家畜疾病診断センター（LDDC）は、検査のために提出された検体において、後期胎子喪失（LFL）の件数が大幅に増加していることを報告する。
5月3日。グルック・センターの職員たちが馬開業獣医師、牧場の管理者、牧草地コンサルタントと会合を持ち、問題点を明確にすると共に、活動方針を決定する。
5月4-6日。獣医師たちが、EFLが発生する牧場の件数が増えていること、また、LDDCに持ち込まれた検体の中でLFLのケースが大幅に増加していることを報告。馬開業獣医にメモがファックス送信され、その状況に対して警戒するよう要請される。
5月7日。ケンタッキー州サラブレッド牧場管理者クラブから各地の馬生産牧場に派遣された調査員の報告を調整する会合がグルック・センターで開かれ、この病気の広がりがより正確に確認された。メディアは、この病気についての初めての報道を行なった。
5月8日。グルック・センターで記者会見が開かれる。また、ウェブサイト（http://www.uky.edu/Agriculture/VetScience/mrls)が開設される。
5月9日。馬開業獣医とグルック・センターの職員が、州政府および連邦政府の獣医師たちと会合を持つ。
5月10日。調査に参加した人々は、6つのグループに分割された。各グループの任務とリーダーは、以下のとおりである。
▉この症候群の調査―トーマス・トビン博士。
▉現場での疫学調査―ロバータ・ドワイヤー博士。
▉現場でのサンプリング－ジミー・ヘニング博士、ロジャー・オールマン氏。
▉動物のサンプリングと病理―レン・ハリソン博士。
▉財務と連絡―ピーター・ティモニー博士。
▉コミュニケーション－カーラ・クレイクラフト博士。
　デイビッド・パウウェル博士が、それぞれの活動を調整する役割を担った。午後、キーンランド・セールス・パビリオンにおいて、調査の進展状況に関する現在の情報を伝えるための会合が開かれ、1,000人以上が参加した。
5月11日。ケンタッキー州以北の諸州の馬主および馬開業獣医たちが、MRLSに類似したケースの発生を報告。
5月14日。調整グループがグルック・センターで会合を持ち、新しい情報（同様の症候群が発生した1981年の気象データなど）について検討する。簡単な状況説明が、ウェブサイトで毎日、発表される。
5月19-20日。イースタン・テント・キャタピラがこの病気に関与している可能性について、話し合いが行なわれる。
5月21日。トビン博士のグループが会合を持ち、牧草サンプルの中にカビ毒とバッカクアルカロイドは存在しないとの調査報告を受けた。現場調査は、MRLSに感染した牝馬が摂取した牧草とセイヨウミザクラの存在との間に相関関係があることを示している。
5月23日。ハリソン博士は、イリノイ大学獣医学部毒物研究所に提出された胎子の組織がシアンに対して陽性反応を示したとの電話連絡を受けた。
5月24日。トビン博士のグループは調査結果について協議し、シアンが原因である可能性に関して、予備的な観察の結果を確認するための調査方法を開発する。2回目の会合はクリーンランドで開かれ、最新の調査結果が提示される。獣医たちは、EFLの発生件数が減少していることを確認する。また、過去7日間において、LDDCに持ち込まれる馬の頭数も減少した。
5月31日。ケンタッキーの州都において、州知事のポール・パットンが、産業界の代表者、獣医師、科学者との会合を持つ。
6月6日。調査員たちが馬開業獣医と会合を持ち、心臓および眼球の問題が増加していることについて協議する。
6月11日。ケンタッキー州馬開業獣医協会（KAEP）新生病委員会の会合が開かれ、調査員と産業界の代表者がMRLSについて協議する。
　最新情報については、http://www.uky.edu/Agriculture/VetScience/mrlsを参照のこと。
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